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永生病院広報誌「ゆるぬき」第81号
発行元 : 医療法人圭良会 永生病院
編集者 : 接遇向上・広報委員会
住所:〒769-0311
仲多度郡まんのう町買田221-3
TEL：0877-73-3300
FAX：0877-73-3202
永生病院のホームページ http://www.eisei-hp.or.jp/
発行年月日：令和7年10月15日

【編集後記】

サンライズ
こんぴら

　24時間テレビ『愛は地球を救う』に賛同し、募金活
動を始めて今年で14年目となりました。

24時間テレビ48 『愛は地球を救う』
令和7年8月30日（土）・31日（日）

　音楽療法士 栗田
京子先生を中心と
した「まんのう京瑞
会」の方々が、三味
線で「さくら」「こん

ぴら船々」「東京音頭」などを演奏してくださり、利用
者様は手拍子をしたり、体を揺らしたり、リズムに乗っ
て楽しんでおられました。　　　 通所介護いこいの家

三味線の生演奏「まんのう京瑞会」
令和7年8月28日（木）

秋が旬の食べ物について

さんま・さけ

～秋が旬の食べ物の中には、
　　　　食物繊維を豊富に含んでいます～

不明な点や疑問点などあれば
　　　　　　遠慮なくご相談下さい

【第44回】～栄養満点！秋が旬の食べ物を知ろう！～
今年は、例年より猛暑が続いたため、夏バテになり、体の不調を訴える方が多かった
のではないでしょうか？栄養不足やバランスが崩れてしまった方は、ウイルスなどの感
染症に立ち向かう免疫力も低下していると思います。ようやく、「食欲の秋」になりまし
たので、不足した栄養を取り戻すためにも「秋が旬の食べ物」についてご紹介します。

食物繊維は、コレステロールの上昇を抑制したり、血糖値の上昇を緩
やかにしたり、腸内環境を整え、有害物質を排出する働きがあり、が
んや動脈硬化、肥満や生活習慣病を予防する効果があると言われて
います。食物繊維が豊富な食材を使用することで、
しっかりと栄養を取り、免疫力をアップさせましょう。
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部署紹介 【栄養科】
　栄養科は、管理栄養士4名、栄養士1名が在籍し、主な業務内容としては入院患者様一人ひとりの栄養状態を把
握し、個別の病態に応じた食事内容や栄養補給方法等の検討を行うため、入院患者様全員の栄養ケア計画を作成し、
病状回復や低栄養状態の予防改善に努めています。調理全般は（株）魚国総本社に委託していて、栄養士２名、調
理師3名、調理補助5名で、安心・安全を第一に患者様においしく召し上がって頂けるよう食事を作っています。
　当院では、「口から食べる」ことを最優先しており、食べたり飲み込む機能が低下した患者様には嚥下造影検査の
結果を基に、安全に口からの摂取が継続できるような食事内容や形態にしています。摂取状況の悪い人には個別対
応を行ったり、四季折々の季節感や旬の食材を味
わって頂くために、行事食や季節食を取り入れて、
満足できる食事内容の提供に努めています。選択
メニューや定期的に食事に関するアンケートも実施
し、献立の見直しを行っています。外来患者様に対
しては自宅での食事内容の聞き取りを行い、その方
に合った食事療法について栄養指導を実施してい
ます。
　これからもスタッフ全員で協力し、入院・療養生
活をされている患者様や通所サービスを利用され
ている利用者様に、安心して、より満足して頂ける
ような食事を提供していきたいと思います。

第   回
テーマ
59 身近な工夫から始めよう。

女性の尿漏れ対策

　肌寒い季節になってきました。秋から冬にかけて泌尿器科の患者様はぐっと増える傾向があります。しかし、受診
する患者様はほとんどが男性で、女性は少ない傾向にあります。厚生労働省の調べでは、外来患者受診の男女比は
7：3と言われています。
　しかし、女性の排尿のお悩みは産後や更年期からぐっと増えてきます。その中の悩みの１つは尿漏れです。尿漏
れのリスク因子は、加齢・肥満・便秘・高血圧・糖尿病と言われていますが、女性特有のリスクとして分娩があります。
ではどのような対策をしたらよいのでしょうか？
　実は、尿漏れなどの女性下部尿路症状に対しては、生活指導や理学療法（骨盤底筋群訓練）などの行動療法が、
薬物療法より優越であると報告され推奨されています。内科的疾患をかかりつけ医にてしっかり治療し、毎日のつ
みかさねの行動療法に取り組みましょう。また、去年より女性泌尿器科医師も外来担当をしておりますので、尿漏れ
以外でもお悩みごとがありましたら、気軽に受診していただければ幸いです。

泌尿器科医師　小橋口 佳な

理事長・院長のあいさつ

【参考文献】女性下部尿路症状診療ガイドライン
編集　日本排尿機能学会 / 日本泌尿器科学会 　協力　日本女性骨盤底医学会

みんなで骨盤底筋群体操をやってみよう！（図１・２）
大切なことは骨盤底筋（肛門-膣-尿道
まわりの筋肉）を意識して絞めたり、
緩めたりを繰り返すことです。

①仰向けになり、足を軽くひらきます。 ②肛門・膣・尿道を数十秒間ぎゅーと締め、
その後緩める。このサイクルを繰り返します。

　寝そべっている時や座っている時、立っている時なども肛門-膣-尿道を意識するだけでも効果的です。
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永生病院のスタッフは、リハビリ

患者の症状が改善した事例と教訓を

全国的な学会などで報告している。

【 歳女性】脳梗塞発症し、右片

麻痺、構音障害を認め、経口摂取困

難にて経鼻経管栄養となり、リハビ

リ目的にて当院に転院してきた。

入院時のＶＦ検査‖口腔期の送り

込み不良、咽頭期も収縮・挙上弱く、

収縮時間短いため、口腔への逆流を

認め、梨状窩の残留誤嚥もあり、

経鼻経管栄養を行いつつ、間接嚥下

訓練継続することとなった。

１カ月後の２回目ＶＦ検査‖口腔

期の送り込みはやや改善したが、咽

頭期以降は同様の結果であった。

２カ月後の３回目ＶＦ検査‖口腔

期は良好、咽頭期は食道入口部の通

過が改善の所見あり、経管栄養と併

用して、嚥下調整食２－１相当（粥

ゼリー、ペースト食、お茶ゼリー）

の食事が昼食１回から開始となっ

た。「早く食べる練習がしたい」と

意欲的な発言が聞かれ、提供した食

事の７～８割摂取できるようになっ

た。

４回目のＶＦ検査‖咽頭通過良

好、咽頭侵入なしを認め、嚥下調整

食３相当（全粥、きざみ食、水分濃

いとろみ付加）の食事となった。

５回目のＶＦ検査‖濃いとろみか

ら薄いとろみへ変更となり、経管栄

養を1000㌔㌍へ減量し、経口摂取の

カロリーを徐々に上げていくことと

なった。また一日２食から３食とも

経口摂取へとなった。喫食率は８～

９割であり、身体機能もアップし老

人車歩行が可能となり、「鼻のチュ

ーブがなくなってほしい」との希望

が聞かれるようになった。

入院後１年目の６回目ＶＦ検査‖

水分薄とろみでは喉頭侵入後少量誤

嚥あり、中間とろみでは喉頭侵入す

るも明らかな誤嚥なし、嚥下調整食

３～４相当（絞り粥、きざみ食～軟

采）の食事では、咽頭通過良好との

結果であった。この結果から、経管

栄養は中止、嚥下調整食４相当（全

粥、軟飯、軟菜食）の食事内容で14

00㌔㌍提供となった。その後順調に

経口摂取維持でき、食事摂取もほと

んど自立で可能となった。
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「早く練習がしたい」

身体機能もアップ

症状改善事例と教訓
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】

摂食・嚥下治療の取り組み 永生病院（まんのう町）

「食べる力」チームで支える

造
影
検
査
で
詳
細
観
察

森
伊
津
子
理
事
長
に
聞
く

｜
｜
「
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

◆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
大
き
く
分
け
て
間
接
訓
練
と

直
接
訓
練
が
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
の
訓
練
も
前
提
条
件
と
し

て
口
腔
ケ
ア
が
大
切
で
す
。
歯

ブ
ラ
シ
や
口
腔
ケ
ア
ス
ポ
ン
ジ

な
ど
を
用
い
て
、
口
腔
内
を
き

れ
い
に
し
、
食
物
の
残
り
か
す

や
細
菌
を
除
去
し
、
口
腔
内
の

衛
生
状
態
を
改
善
し
ま
す
。

間
接
訓
練
は
食
物
を
使
わ
な

い
訓
練
で
、口
腔
器
官
の
運
動
、

筋
力
増
強
訓
練
、
声
門
閉
鎖
訓

練
や
口
腔
内
に
冷
刺
激
を
行
い

覚
醒
を
促
し
、
唾
液
の
分
泌
の

促
進
・
嚥
下
反
射
の
誘
発
を
促

す
ア
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
訓
練
が

あ
り
ま
す
。

直
接
訓
練
は
食
物
を
用
い
る

訓
練
に
て
誤
嚥
の
危
険
を
伴
う

の
で
、
Ｖ
Ｆ
検
査
の
結
果
を
み

な
が
ら
、
体
位
や
肢
位
、
代
償

的
嚥
下
法
、
食
形
態
の
工
夫
な

ど
行
い
つ
つ
、
安
全
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
咽
頭
残
留
が
あ

る
場
合
は
追
加
の
空
嚥
下
を
す

る
複
数
回
嚥
下
を
行
っ
た
り
、

少
量
の
水
分
か
ゼ
リ
ー
な
ど
を

用
い
た
交
互
嚥
下
を
行
っ
た
り

し
ま
す
。
経
口
摂
取
の
み
で
一

日
の
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
確

保
で
き
な
い
場
合
は
、
全
身
状

態
に
よ
り
経
鼻
経
管
栄
養
、
胃

ろ
う
造
設
に
よ
る
経
管
栄
養
を

検
討
し
ま
す
。
直
接
訓
練
だ
け

で
は
必
要
カ
ロ
リ
ー
が
と
れ
な

い
場
合
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で

栄
養
状
態
良
好
に
保
ち
つ
つ
、

身
体
の
筋
力
強
化
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
同
時
に
行
い
な

が
ら
、
経
口
摂
取
量
を
増
や
せ

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

｜
｜
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
連
携

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

◆
医
師
を
は
じ
め
、看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
管
理
栄

養
士
、
介
護
福
祉
士
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
か
ら
「
摂
食
嚥
下
委

員
会
」
の
委
員
を
選
出
し
、
毎

月
１
回
症
例
検
討
会
を
開
い
て

い
ま
す
。

Ｖ
Ｆ
検
査
の
結
果
に
よ
り
、

適
切
な
嚥
下
食
を
提
供
し
、
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
の
状
況
や
病
棟
で

の
患
者
さ
ま
の
食
事
摂
取
の
経

過
を
、
各
職
種
が
一
堂
に
会
し

て
情
報
共
有
し
検
討
し
ま
す
。

良
好
な
経
過
が
み
ら
れ
て
い
る

場
合
は
、
嚥
下
食
の
段
階
を
ア

ッ
プ
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
訓
練
内

容
を
変
更
し
て
い
き
ま
す
。

多様なスタッフが連携

地域医療を支える医療法人圭良会「永生病院」

食
べ
物
が
正
し
く
飲
み
込
め
て
い
る
か
「
嚥
下
造
影
検
査
（
Ｖ
Ｆ
検

査
）
」
で
確
認
す
る
病
院
ス
タ
ッ
フ

年(令和７年)8月22日(金)　　香川年(令和７年)8月22日(金)　　香川
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患
者
さ
ん
の
Ｖ
Ｆ
検
査
の
結
果
報
告
を
共
有
す
る
「
摂
食
嚥
下
委
員
会
」

‖
い
ず
れ
も
香
川
県
ま
ん
の
う
町
買
田
の
永
生
病
院
で

｜
｜
誤
嚥
せ
ず
に
正
し
く

飲
め
て
い
る
か
を
確
か
め
る

検
査
方
法
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

◆
誤
嚥
せ
ず
に
安
全
に
食

物
を
飲
み
込
ん
で
い
る
か
ど

う
か
は
、
外
か
ら
観
察
し
た

だ
け
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
飲
み
込
ん
で
い
る
喉

の
様
子
を
Ｘ
線
で
観
察
す
る

の
が
「
嚥
下
造
影
検
査
（
Ｖ

Ｆ
検
査
）
」
で
す
。
普
段
食

べ
て
い
る
食
事
形
態
、
嚥
下

食
、
水
分
な
ど
に
バ
リ
ウ
ム

を
混
ぜ
て
、
食
事
形
態
別
に

Ｘ
線
透
視
下
で
飲
み
込
ん
で

い
る
様
子
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
専
門
医
が
観
察
し

ま
す
。嚥
下
機
能
の
準
備
期
、

口
腔
期
、
咽
頭
期
、
食
道
期

の
機
能
を
詳
細
に
検
査
し
て

い
き
ま
す
。
喉
頭
蓋
谷
に
食

物
が
た
ま
り
追
加
嚥
下
を
要

す
る
場
合
、
喉
頭
侵
入
が
み

ら
れ
る
場
合
、
食
物
の
一
部

が
気
道
へ
流
れ
込
む
場
合
な

ど
を
詳
細
に
観
察
し
た
結

果
、
患
者
さ
ま
の
嚥
下
機
能

に
あ
っ
た
水
分
に
つ
け
る

「
と
ろ
み
の
程
度
」
や
「
嚥

下
食
」
を
決
め
ま
す
。
そ
れ

に
沿
っ
て
栄
養
科
で
適
切
な

嚥
下
食
を
調
理
し
て
い
き
ま

す
。

｜
｜
「
食
べ
る
こ
と
」
の

大
切
さ
、
飲
み
込
む
力
が
弱

く
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
へ

の
対
応
は
ど
う
し
て
い
ま
す

か
？◆「

食
べ
る
こ
と
」と
は
、

健
康
を
維
持
し
、
生
活
の
リ

ズ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
、

食
べ
る
楽
し
み
は
生
き
て
い

る
実
感
を
持
つ
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
味
覚
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
刺
激
が
認
知
症
の
予

防
に
も
な
り
ま
す
。
私
た
ち

は
食
事
を
当
た
り
前
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
生
き
て
い
く

う
え
で
と
て
も
大
切
な
行
為

で
す
。
し
か
し
、
加
齢
や
脳

の
疾
患
な
ど
の
影
響
に
よ
り

嚥
下
機
能
が
低
下
す
る
と
、

食
物
が
う
ま
く
食
道
へ
流
れ

て
い
か
ず
、
気
管
の
方
へ
入

り
、
「
誤
嚥
」
か
ら
肺
炎
を

ひ
き
お
こ
し
、
高
齢
者
に
と

っ
て
は
命
に
か
か
わ
る
病
気

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
日
本
の
死
因
の

原
因
疾
患
と
し
て
、
悪
性
腫

瘍
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患

に
つ
い
で
誤
嚥
性
肺
炎
は
上

位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い

ま
す
。

飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
っ

て
き
て
い
る
方
に
は
、
軟
ら

か
い
だ
け
で
な
く
、
ま
と
ま

り
が
あ
っ
て
、
口
腔
内
や
喉

で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ

う
な
｢
嚥
下
食
｣
を
準
備
し
ま

す
。
嚥
下
食
と
し
て
適
し
て

い
る
の
は
、
ゼ
ラ
チ
ン
な
ど

で
ゼ
リ
ー
状
に
ま
と
め
た
つ

る
ん
と
飲
み
込
め
る
プ
リ
ン

や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
卵
豆
腐
な

ど
の
形
態
で
す
。
逆
に
適
切

で
な
い
食
物
形
態
は
、
ナ
ッ

ツ
類
や
硬
い
肉
類
、
タ
コ
な

ど
の
弾
力
性
の
あ
る
も
の
、

ゆ
で
卵
、
ふ
か
し
芋
な
ど
パ

サ
つ
く
も
の
な
ど
で
す
。

喉
へ
の
送
り
込
み
が
難
し

い
場
合
は
、
と
ろ
み
剤
で
と

ろ
み
を
つ
け
た
り
、
ゼ
ラ
チ

ン
で
ゼ
リ
ー
状
に
し
た
り
し

ま
す
。
ゼ
リ
ー
状
は
飲
み
込

み
や
す
い
一
方
で
、
滑
り
が

良
い
の
で
誤
嚥
の
リ
ス
ク
も

あ
り
、
咽
頭
期
に
障
害
の
あ

る
場
合
は
、
ゆ
っ
く
り
流
れ

落
ち
て
い
け
る
よ
う
、
と
ろ

み
を
つ
け
た
ペ
ー
ス
ト
状
の

も
の
が
安
全
で
す
。

永生病院のスタッフは、リハビリ

患者の症状が改善した事例と教訓を

全国的な学会などで報告している。

【 歳女性】脳梗塞発症し、右片

麻痺、構音障害を認め、経口摂取困

難にて経鼻経管栄養となり、リハビ

リ目的にて当院に転院してきた。

入院時のＶＦ検査‖口腔期の送り

込み不良、咽頭期も収縮・挙上弱く、

収縮時間短いため、口腔への逆流を

認め、梨状窩の残留誤嚥もあり、

経鼻経管栄養を行いつつ、間接嚥下

訓練継続することとなった。

１カ月後の２回目ＶＦ検査‖口腔

期の送り込みはやや改善したが、咽

頭期以降は同様の結果であった。

２カ月後の３回目ＶＦ検査‖口腔

期は良好、咽頭期は食道入口部の通

過が改善の所見あり、経管栄養と併

用して、嚥下調整食２－１相当（粥

ゼリー、ペースト食、お茶ゼリー）

の食事が昼食１回から開始となっ

た。「早く食べる練習がしたい」と

意欲的な発言が聞かれ、提供した食

事の７～８割摂取できるようになっ

た。

４回目のＶＦ検査‖咽頭通過良

好、咽頭侵入なしを認め、嚥下調整

食３相当（全粥、きざみ食、水分濃

いとろみ付加）の食事となった。

５回目のＶＦ検査‖濃いとろみか

ら薄いとろみへ変更となり、経管栄

養を1000㌔㌍へ減量し、経口摂取の

カロリーを徐々に上げていくことと

なった。また一日２食から３食とも

経口摂取へとなった。喫食率は８～

９割であり、身体機能もアップし老

人車歩行が可能となり、「鼻のチュ

ーブがなくなってほしい」との希望

が聞かれるようになった。

入院後１年目の６回目ＶＦ検査‖

水分薄とろみでは喉頭侵入後少量誤

嚥あり、中間とろみでは喉頭侵入す

るも明らかな誤嚥なし、嚥下調整食

３～４相当（絞り粥、きざみ食～軟

采）の食事では、咽頭通過良好との

結果であった。この結果から、経管

栄養は中止、嚥下調整食４相当（全

粥、軟飯、軟菜食）の食事内容で14

00㌔㌍提供となった。その後順調に

経口摂取維持でき、食事摂取もほと

んど自立で可能となった。
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「早く練習がしたい」

身体機能もアップ

症状改善事例と教訓
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蓁

食
事
は
リ
ハ
ビ
リ
治
療
の
効
果
を
最
大
限
に
引
き

出
す
力
が
あ
り
ま
す
。
患
者
の
生
活
の
質
向
上
を
目

指
し
、
チ
ー
ム
医
療
で
療
養
生
活
か
ら
食
を
支
え
る

医
療
法
人
圭
良
会
「
永
生
病
院
」
（
ま
ん
の
う
町
買

田
）
の
森
伊
津
子
理
事
長
に
、
口
か
ら
物
を
食
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
や
「
摂
食
・
嚥
下
治
療
」
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
【
行
方
一
男
】

摂食・嚥下治療の取り組み 永生病院（まんのう町）

「食べる力」チームで支える

造
影
検
査
で
詳
細
観
察

森
伊
津
子
理
事
長
に
聞
く

｜
｜
「
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

◆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
大
き
く
分
け
て
間
接
訓
練
と

直
接
訓
練
が
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
の
訓
練
も
前
提
条
件
と
し

て
口
腔
ケ
ア
が
大
切
で
す
。
歯

ブ
ラ
シ
や
口
腔
ケ
ア
ス
ポ
ン
ジ

な
ど
を
用
い
て
、
口
腔
内
を
き

れ
い
に
し
、
食
物
の
残
り
か
す

や
細
菌
を
除
去
し
、
口
腔
内
の

衛
生
状
態
を
改
善
し
ま
す
。

間
接
訓
練
は
食
物
を
使
わ
な

い
訓
練
で
、口
腔
器
官
の
運
動
、

筋
力
増
強
訓
練
、
声
門
閉
鎖
訓

練
や
口
腔
内
に
冷
刺
激
を
行
い

覚
醒
を
促
し
、
唾
液
の
分
泌
の

促
進
・
嚥
下
反
射
の
誘
発
を
促

す
ア
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
訓
練
が

あ
り
ま
す
。

直
接
訓
練
は
食
物
を
用
い
る

訓
練
に
て
誤
嚥
の
危
険
を
伴
う

の
で
、
Ｖ
Ｆ
検
査
の
結
果
を
み

な
が
ら
、
体
位
や
肢
位
、
代
償

的
嚥
下
法
、
食
形
態
の
工
夫
な

ど
行
い
つ
つ
、
安
全
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
咽
頭
残
留
が
あ

る
場
合
は
追
加
の
空
嚥
下
を
す

る
複
数
回
嚥
下
を
行
っ
た
り
、

少
量
の
水
分
か
ゼ
リ
ー
な
ど
を

用
い
た
交
互
嚥
下
を
行
っ
た
り

し
ま
す
。
経
口
摂
取
の
み
で
一

日
の
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
確

保
で
き
な
い
場
合
は
、
全
身
状

態
に
よ
り
経
鼻
経
管
栄
養
、
胃

ろ
う
造
設
に
よ
る
経
管
栄
養
を

検
討
し
ま
す
。
直
接
訓
練
だ
け

で
は
必
要
カ
ロ
リ
ー
が
と
れ
な

い
場
合
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で

栄
養
状
態
良
好
に
保
ち
つ
つ
、

身
体
の
筋
力
強
化
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
同
時
に
行
い
な

が
ら
、
経
口
摂
取
量
を
増
や
せ

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

｜
｜
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
連
携

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

◆
医
師
を
は
じ
め
、看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
管
理
栄

養
士
、
介
護
福
祉
士
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
か
ら
「
摂
食
嚥
下
委

員
会
」
の
委
員
を
選
出
し
、
毎

月
１
回
症
例
検
討
会
を
開
い
て

い
ま
す
。

Ｖ
Ｆ
検
査
の
結
果
に
よ
り
、

適
切
な
嚥
下
食
を
提
供
し
、
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
の
状
況
や
病
棟
で

の
患
者
さ
ま
の
食
事
摂
取
の
経

過
を
、
各
職
種
が
一
堂
に
会
し

て
情
報
共
有
し
検
討
し
ま
す
。

良
好
な
経
過
が
み
ら
れ
て
い
る

場
合
は
、
嚥
下
食
の
段
階
を
ア

ッ
プ
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
訓
練
内

容
を
変
更
し
て
い
き
ま
す
。

多様なスタッフが連携

地域医療を支える医療法人圭良会「永生病院」

食
べ
物
が
正
し
く
飲
み
込
め
て
い
る
か
「
嚥
下
造
影
検
査
（
Ｖ
Ｆ
検

査
）
」
で
確
認
す
る
病
院
ス
タ
ッ
フ

年(令和７年)8月22日(金)　　香川年(令和７年)8月22日(金)　　香川

毎日新聞の「シリーズ　地域医療を考える」に、
当院の「摂食・嚥下治療の取り組み」に関する記
事が8月22日に掲載されました。当法人の取り
組み内容をご紹介いたします。（記事の一部です）

摂食・嚥下治療の取り組み
永生病院（まんのう町）

―
―
―「
食
べ
る
こ
と
」の
大

切
さ
、
飲
み
込
む
力
が
弱
く

な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
へ
の

対
応
は
ど
う
し
て
い
ま
す

か
？

◆「
食
べ
る
こ
と
」と
は
、
健
康

を
維
持
し
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を

作
る
こ
と
が
で
き
、
食
べ
る
楽

し
み
は
生
き
て
い
る
実
感
を
持

つ
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
味
覚

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
が
認

知
症
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
食
事
を
当
た
り
前
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
生
き
て
い

く
う
え
で
と
て
も
大
切
な
行
為

で
す
。
し
か
し
、
加
齢
や
脳
の

疾
患
な
ど
の
影
響
に
よ
り
嚥
下

機
能
が
低
下
す
る
と
、
食
物
が

う
ま
く
食
道
へ
流
れ
て
い
か
ず
、

気
管
の
方
へ
入
り
、「
誤
嚥
」か

ら
肺
炎
を
ひ
き
お
こ
し
、
高
齢

者
に
と
っ
て
は
命
に
か
か
わ
る

病
気
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
日
本
の
死
因
の

原
因
疾
患
と
し
て
、悪
性
腫
瘍
、

心
疾
患
、脳
血
管
疾
患
に
つ
い

で
誤
嚥
性
肺
炎
は
上
位
に
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
っ
て

き
て
い
る
方
に
は
、
軟
ら
か
い

だ
け
で
な
く
、
ま
と
ま
り
が

あ
っ
て
、
口
腔
内
や
喉
で
バ
ラ

バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
な「
嚥

下
食
」を
準
備
し
ま
す
。
嚥
下

食
と
し
て
適
し
て
い
る
の
は
、

ゼ
ラ
チ
ン
な
ど
で
ゼ
リ
ー
状
に

ま
と
め
た
つ
る
ん
と
飲
み
込
め

る
プ
リ
ン
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
卵

豆
腐
な
ど
の
形
態
で
す
。
逆
に

適
切
で
な
い
食
物
形
態
は
、

ナ
ッ
ツ
類
や
硬
い
肉
類
、
タ
コ

な
ど
の
弾
力
性
の
あ
る
も
の
、

ゆ
で
卵
、
ふ
か
し
芋
な
ど
パ
サ

つ
く
も
の
な
ど
で
す
。

　
喉
へ
の
送
り
込
み
が
難
し
い

場
合
は
、
と
ろ
み
剤
で
と
ろ
み

を
つ
け
た
り
、
ゼ
ラ
チ
ン
で
ゼ

リ
ー
状
に
し
た
り
し
ま
す
。
ゼ

リ
ー
状
は
飲
み
込
み
や
す
い
一

方
で
、
滑
り
が
良
い
の
で
誤
嚥

の
リ
ス
ク
も
あ
り
、
咽
頭
期
に

障
害
の
あ
る
場
合
は
、
ゆ
っ
く

り
流
れ
落
ち
て
い
け
る
よ
う
、

と
ろ
み
を
つ
け
た
ペ
ー
ス
ト
状

の
も
の
が
安
全
で
す
。

―
―
―
誤
嚥
せ
ず
に
正
し
く

飲
め
て
い
る
か
を
確
か
め
る

検
査
方
法
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

◆
誤
嚥
せ
ず
に
安
全
に
食
物
を

飲
み
込
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
、

外
か
ら
観
察
し
た
だ
け
で
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
飲
み
込

ん
で
い
る
喉
の
様
子
を
X
線
で

観
察
す
る
の
が「
嚥
下
造
影
検

査（
V
F
検
査
）」で
す
。
普
段

食
べ
て
い
る
食
事
形
態
、
嚥
下

食
、水
分
な
ど
に
バ
リ
ウ
ム
を

―
―
―「
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

◆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は

大
き
く
分
け
て
間
接
訓
練
と
直

接
訓
練
が
あ
り
ま
す
が
、い
ず

れ
の
訓
練
も
前
提
条
件
と
し
て

口
腔
ケ
ア
が
大
切
で
す
。
歯
ブ

ラ
シ
や
口
腔
ケ
ア
ス
ポ
ン
ジ
な

ど
を
用
い
て
、口
腔
内
を
き
れ

い
に
し
、食
物
の
残
り
か
す
や

細
菌
を
除
去
し
、口
腔
内
の
衛

生
状
態
を
改
善
し
ま
す
。

　
間
接
訓
練
は
食
物
を
使
わ
な

い
訓
練
で
、口
腔
器
官
の
運
動
、

筋
力
増
強
訓
練
、声
門
閉
鎖
訓

練
や
口
腔
内
に
冷
刺
激
を
行
い

覚
醒
を
促
し
、唾
液
の
分
泌
の

促
進
・
嚥
下
反
射
の
誘
発
を
促

す
ア
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
訓
練
が

あ
り
ま
す
。

　
直
接
訓
練
は
食
物
を
用
い
る

訓
練
に
て
誤
嚥
の
危
険
を
伴
う

の
で
、Ｖ
Ｆ
検
査
の
結
果
を
み

な
が
ら
、
体
位
や
肢
位
、
代
償

的
嚥
下
法
、食
形
態
の
工
夫
な

ど
を
行
い
つ
つ
、安
全
に
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
咽
頭
残
留
が

あ
る
場
合
は
追
加
の
空
嚥
下
す

る
複
数
回
嚥
下
を
行
っ
た
り
、

少
量
の
水
分
か
ゼ
リ
ー
な
ど
を

用
い
た
交
互
嚥
下
を
行
っ
た
り

し
ま
す
。
経
口
摂
取
の
み
で
1

日
の
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
確

保
で
き
な
い
場
合
は
、全
身
状

態
に
よ
り
経
鼻
経
管
栄
養
、胃

ろ
う
造
設
に
よ
る
経
管
栄
養
を

検
討
し
ま
す
。
直
接
訓
練
だ
け

で
は
必
要
カ
ロ
リ
ー
が
と
れ
な

い
場
合
、こ
の
よ
う
な
方
法
で

栄
養
状
態
良
好
に
保
ち
つ
つ
、

身
体
の
筋
力
強
化
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
同
時
に
行
い
な

が
ら
、経
口
摂
取
量
を
増
や
せ

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
―
―
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
連

携
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

◆
医
師
を
は
じ
め
、
看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
管
理
栄

養
士
、
介
護
福
祉
士
、
歯
科
衛

生
士
な
ど
か
ら
、「
摂
食
嚥
下

委
員
会
」の
委
員
を
選
出
し
、

毎
月
1
回
症
例
検
討
会
を
開
い

て
い
ま
す
。

V
F
検
査
の
結
果
に
よ
り
、

適
切
な
嚥
下
食
を
提
供
し
、
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
の
状
況
や
病
棟
で

の
患
者
さ
ま
の
食
事
摂
取
の
経

過
を
、
各
職
種
が
一
堂
に
会
し

て
情
報
共
有
し
検
討
し
ま
す
。

良
好
な
経
過
が
み
ら
れ
て
い
る

場
合
は
、
嚥
下
食
の
段
階
を

ア
ッ
プ
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
訓
練

内
容
を
変
更
し
て
い
き
ま
す
。

「食べる力」チームで支える
森
伊
津
子
理
事
長
に
聞
く

多
様
な
ス
タ
ッ
フ
が
連
携

混
ぜ
て
、
食
事
形
態
別
に
X
線

透
視
下
で
飲
み
込
ん
で
い
る
様

子
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

専
門
医
が
観
察
し
ま
す
。
嚥
下

機
能
の
準
備
期
、
口
腔
期
、
咽

頭
期
、
食
道
期
の
機
能
を
詳
細

に
検
査
し
て
い
き
ま
す
。
喉
頭

蓋
谷
に
食
物
が
た
ま
り
追
加
嚥

下
を
要
す
る
場
合
、喉
頭
侵
入

が
み
ら
れ
る
場
合
、
食
物
の
一

部
が
気
道
へ
流
れ
込
む
場
合
な

ど
を
詳
細
に
観
察
し
た
結
果
、

患
者
さ
ま
の
嚥
下
機
能
に
あ
っ

た
水
分
に
つ
け
る「
と
ろ
み
の

程
度
」や「
嚥
下
食
」を
決
め
ま

す
。
そ
れ
に
沿
っ
て
栄
養
科
で

適
切
な
嚥
下
食
を
調
理
し
て
い

き
ま
す
。




